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はじめに

『Sun Cluster Data Service for N1 Grid Service Provisioning Systemガイド (Solaris
OS版)』は、SPARC®と x86ベースシステムでの Sun™ Cluster HA for N1 Grid
Service Provisioning Systemのインストールと構成について説明します。

注 –このマニュアルでは、「x86」という用語は、Intel 32ビット系列のマイクロプロ
セッサチップ、およびAMDが提供する互換マイクロプロセッサチップを意味しま
す。

このマニュアルは、Sunのソフトウェアとハードウェアについて幅広い知識を持って
いる上級システム管理者を対象としています。販売活動のガイドとしては使用しない
でください。このマニュアルを読む前に、システムの必要条件を確認し、適切な装置
とソフトウェアを購入しておく必要があります。

このマニュアルの説明を理解するためには、Solaris™オペレーティングシステムの知
識と、Sun Clusterと共に使用されるボリューム管理ソフトウェアの知識が必要です。

注 – Sun Clusterソフトウェアは、SPARCと x86の 2つのプラットフォーム上で稼動
します。このマニュアル内の情報は、章、節、注、箇条書き項目、図、表、または例
などで特に明記されていない限り両方に適用されます。
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UNIXコマンド
このマニュアルでは、Sun Clusterデータサービスのインストールと構成に必要なコマ
ンドについて説明しています。このマニュアルでは、UNIX®の基本的なコマンドや手
順 (システムの停止、システムのブート、デバイスの構成など)については説明してい
ません。基本的な UNIXコマンドに関する情報および手順については、以下を参照し
てください。

� Solarisオペレーティングシステムのオンラインドキュメント
� Solarisオペレーティングシステムのマニュアルページ
� システムに付属するその他のソフトウェアマニュアル

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用しま
す。

表 P–1表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -a を使用してすべてのファイル
を表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm
filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャー・ユーザーズ
ガイド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してく
ださい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。
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表 P–1表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

� Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

� Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェル

$ command y|n [filename]

� Bourneシェルおよび Kornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

関連マニュアル
関連する Sun Clusterトピックについての情報は、以下の表に示すマニュアルを参照
してください。すべての Sun Clusterマニュアルは、http://docs.sun.comで参照
できます。
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トピック 関連文書

データサービスの管理 『Sun Clusterデータサービスの計画と管理 (Solaris OS版)』

各データサービスガイド

概念 『Sun Clusterの概念 (Solaris OS版)』

概要 『Sun Clusterの概要 (Solaris OS版)』

ソフトウェアのインス
トール

『Sun Clusterソフトウェアのインストール (Solaris OS版)』

システム管理 『Sun Clusterのシステム管理 (Solaris OS版)』

ハードウェア管理 『Sun Cluster 3.0-3.1 Hardware Administration Manual for Solaris
OS』

各ハードウェア管理ガイド

データサービスの開発 『Sun Clusterデータサービス開発ガイド (Solaris OS版)』

エラーメッセージ 『Sun Cluster Error Messages Guide for Solaris OS』

コマンドと機能 『Sun Cluster Reference Manual for Solaris OS』

Sun Clusterのマニュアルの完全なリストについては、お使いの Sun Clusterのリリー
スノートを http://docs.sun.comで参照してください。

関連するサン以外のWebサイトの引用
このマニュアル内で引用するサン以外の URLでは、補足的な関連情報が得られま
す。

注 –このマニュアルで説明するサン以外のWebサイトの利用については、サンは責任
を負いません。こうしたサイトやリソース上の、またはこれらを通じて利用可能な、
コンテンツ、広告、製品、その他の素材について、Sunは推奨しているわけではな
く、Sunはいかなる責任も負いません。こうしたサイトやリソース上で、またはこれ
らを経由して利用できるコンテンツ、製品、サービスを利用または信頼したことに
伴って発生した (あるいは発生したと主張される)実際の (あるいは主張される)損害や
損失についても、Sunは一切の責任を負いません。
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マニュアル、サポート、およびトレーニ
ング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書および HTML文書
をダウンロードできます。

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/supportraining/ 技術サポート、パッチのダ
ウンロード、および Sunの
トレーニングコース情報を
提供します。

製品のトレーニング
Sunでは、各種のインストラクタ指導によるコースや自由なペースで進めることがで
きるコースを通し、さまざまな Sun技術のトレーニングを提供しています。Sunが提
供しているトレーニングコースの情報や、クラスに参加する方法などについては、
Sun Microsystems Training (http://training.sun.com/)を参照してください。

問い合わせについて
Sun Clusterをインストールまたは使用しているときに問題が発生した場合は、ご購入
先に連絡し、次の情報をお伝えください。

� 名前と電子メールアドレス (利用している場合)
� 会社名、住所、および電話番号
� ご使用のシステムのモデルとシリアル番号
� Solarisオペレーティングシステムのバージョン番号 (例: Solaris 8)
� Sun Clusterのバージョン番号(例: Sun Cluster 3.0)

ご購入先に連絡するときは、次のコマンドを使用して、システムの各ノードに関する
情報を集めます。
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コマンド 機能

prtconf -v システムメモリーのサイズと周辺デバイス情報を表示します

psrinfo -v プロセッサの情報を表示します

showrev –p インストールされているパッチを報告します

SPARC prtdiag
-v

システム診断情報を表示します

scinstall -pv Sun Clusterのリリースおよびパッケージのバージョン情報を表示します

上記の情報にあわせて、/var/adm/messagesファイルの内容もご購入先にお知らせ
ください。
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Sun Cluster HA for N1 Service
Provisioning Systemのインストールと
構成

この章では、Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemのインストールと構
成の方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

� 12ページの「Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemのインストール
と構成」

� 13ページの「Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning System」
� 14ページの「Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemのインストール
と構成に関する計画」

� 19ページの「N1 Grid Service Provisioning Systemのインストールと構成」
� 21ページの「N1 Grid Service Provisioning Systemのインストールと構成の確
認」

� 24ページの「Sun Cluster HA for N1 Grid Service Provisioning Systemパッケー
ジのインストール」

� 26ページの「N1 Grid Service Provisioning System Master Serverのデータベース
の準備」

� 27ページの「Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemの登録と構成」
� 33ページの「Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemと構成の確認」
� 34ページの「Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning System Master Server
パラメータファイルの概要」

� 36ページの「Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemの障害モニター
の概要」

� 38ページの「Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemをデバッグす
る」
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Sun Cluster HA for N1 Service
Provisioning Systemのインストールと
構成
表 1に、Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemのインストールと構成に
必要な作業を示します。指定された順番どおりに、各作業を行なってください。

表 1 Task Map: Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemのインストールと構成

作業 参照先

1インストールについて計画しま
す。

14ページの「Sun Cluster HA for N1 Service
Provisioning Systemのインストールと構成に関する計
画」

2 N1 Grid Service Provisioning
Systemをインストールして構成しま
す。

19ページの「N1 Grid Service Provisioning Systemの
インストールと構成」

3インストールと構成を確認しま
す。

21ページの「N1 Grid Service Provisioning System
Master Serverのインストールと構成を確認する」

4 Sun Cluster HA for N1 Service
Provisioning Systemパッケージをイ
ンストールします。

24ページの「Sun Cluster HA for N1 Grid Service
Provisioning Systemパッケージのインストール」

5 Sun Cluster HA for N1 Service
Provisioning Systemコンポーネント
を登録して構成します。

27ページの「Sun Cluster HA for N1 Service
Provisioning Systemの登録と構成」

5.1 Sun Cluster HA for N1 Service
Provisioning System Master Server
をフェイルオーバーデータサービス
として登録し、構成します。

27ページの「Sun Cluster HA for N1 Service
Provisioning System Master Serverをフェイルオーバー
データサービスとして登録し、構成する」

5.2 Sun Cluster HA for N1 Service
Provisioning System Remote Agent
をフェイルオーバーデータサービス
として登録し、構成します。

30ページの「Sun Cluster HA for N1 Service
Provisioning System Remote Agentをフェイルオーバー
データサービスとして登録し、構成する」

5.3 Sun Cluster HA for N1 Service
Provisioning System Local
Distributorをフェイルオーバーデー
タサービスとして登録し、構成しま
す。

32ページの「Sun Cluster HA for N1 Service
Provisioning System Local Distributorをフェイルオー
バーデータサービスとして登録し、構成する」
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表 1 Task Map: Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemのインストールと構
成 (続き)
作業 参照先

6 Sun Cluster HA for N1 Service
Provisioning Systemのインストール
と構成を確認します。

33ページの「Sun Cluster HA for N1 Service
Provisioning Systemのインストールと構成を確認す
る」

7 Sun Cluster HA for N1 Service
Provisioning Systemパラメータ
ファイルについて理解します。

34ページの「Sun Cluster HA for N1 Service
Provisioning System Master Serverパラメータファイル
の概要」

8 Sun Cluster HA for N1 Service
Provisioning System障害モニターに
ついて理解します。

36ページの「Sun Cluster HA for N1 Service
Provisioning Systemの障害モニターの概要」

9 Sun Cluster HA for N1 Service
Provisioning Systemをデバッグしま
す。

39ページの「Sun Cluster HA for N1 Service
Provisioning Systemコンポーネントのデバッグを有効
にする」

Sun Cluster HA for N1 Service
Provisioning System
N1 Grid Service Provisioning Systemは、N1環境でサービス (ソフトウェア)を配布
するための Sun製品です。この製品は、次に示す 4つのコンポーネントから構成され
ています。

1. サービス配布のための中心的なコンポーネントであるMaster Server。

2. Remote Agentと呼ばれるクライアントコンポーネント。このコンポーネントは
ターゲットホストごとに稼働する必要があります。

3. Local Distributorと呼ばれるプロキシコンポーネント。Local Distributorは、デー
タセンター間のデータ転送を最小限に抑えるために使用されます。

4. ホストごとにインストールできるコマンド行インタフェース。

Master Serverは、Apache Tomcatと PostgreSql Databaseをベースに構築されていま
す。ほかのコンポーネントはすべて、ピュア Javaで作成されています。

Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemデータサービスは、Master
Server、Remote Agent、および Local Distributorの正常な起動と停止、障害監視、自
動フェイルオーバーなどのメカニズムを提供します。

次の表に、アプリケーションコンポーネントと関連する Sun Clusterデータサービス
の関係を示します。
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表 2コンポーネントの保護

コンポーネント 保護するデータサービス

Master Server Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning
System

Remote Agent Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning
System

Local Distributor Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning
System

Sun Cluster HA for N1 Service
Provisioning Systemのインストールと
構成に関する計画
この節では、Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemのインストールと構
成について計画する上で必要な情報を示します。

構成に関する制限事項
ここでは、Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemにのみ適用されるソフ
トウェアとハードウェア構成の制限事項を示します。

すべてのデータサービスに適用される制限事項については、『Sun Cluster Release
Notes』を参照してください。

� Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemはフェイルオーバーデータ
サービスとしての構成のみが可能— N1 Grid Service Provisioning Systemの各コ
ンポーネントは、フェイルオーバーデータサービスとしてのみ稼働します。した
がって、Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemのコンポーネントは
すべて、フェイルオーバーデータサービスとして稼働するように構成する必要があ
ります。

� N1 Grid Service Provisioning Systemコンポーネントは共有記憶装置にインス
トールする— Master Serverと Local Distributorは、共有記憶装置にインストー
ルする必要があります。論理ホスト上でバインドするように構成されるリモート
エージェントも、共有記憶装置にインストールする必要があります。

� Sun Clusterリソースは raw通信と ssl通信の N1 Grid Service Provisioning
System Remote Agentにだけ構成する—Remote Agentに ssh通信が設定されて
いると、Master Serverは Remote Agentの起動と停止を接続ごとに行います。こ
の場合、Sun Clusterリソースは不要です。ssh通信の場合は、N1 Grid Service
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Provisioning System Remote Agentを共有記憶装置にインストールし、1つのクラ
スタノードから残りのノードに sshキーをコピーする必要があります。これによ
り、すべてのクラスタノードが同じ sshパーソナリティーを持つようになります。

注意 –これらの制限を守らないと、データサービスの構成がサポートされない場合が
あります。

構成に関する要件
これらの要件が適用されるのは、Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning System
だけです。Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemのインストールと構成
を始める前に、次の要件を満たしておく必要があります。

注意 –次の要件を満たさないと、データサービスの構成がサポートされない場合があ
ります。

N1 Grid Service Provisioning Systemのベースディレクト
リはフェイルオーバーファイルシステムの共有記憶装置上
に構成する
N1 Grid Service Provisioning Systemのベースディレクトリは、共有記憶装置上に作
成してください。ベースディレクトリは、HAStoragePlusリソースとともに広域
ファイルシステム (GFS)に置くことも、フェイルオーバーファイルシステム (FFS)に
置くこともできます。望ましいのは FFS上への配置です。

FFSが必要となるのは、Master Serverがディレクトリ構造を利用してその構成、ロ
グ、配備されたアプリケーション、データベースなどを保存するためです。Remote
Agentと Local Distributorは、それぞれのキャッシュをベースディレクトリの下に保
存します。バイナリをローカル記憶装置に、データの動的な部分を共有記憶装置に保
存することはお勧めしません。

注 –広域ファイルシステムは /global、フェイルオーバーファイルシステムは /local
という接頭辞を指定してマウントすることをお勧めします。
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N1 Grid Service Provisioning Systemのコンポーネントと
依存性
Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemデータサービスは、1つ以上の
N1 Grid Service Provisioning Systemインスタンスまたはコンポーネントを保護する
ように構成できます。各インスタンスまたはコンポーネントは、1つの Sun Cluster
HA for N1 Service Provisioning Systemリソースによって対応する必要があります。
次に、Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemリソースとほかの必須リ
ソース間の依存性について示します。

表 3コンポーネントと依存性

構成要素 説明

記憶装置リソース このリソースは SUNW.HAStoragePlusまたは SUNW.HAStorageリ
ソースタイプのどちらかです。

N1 Grid Service
Provisioning Systemコ
ンポーネント(必須)

→ SUNW.HAStoragePlus / SUNW.HAStorageリソース

この Storageリソースは、N1 Grid Service Provisioning System File
Systemマウントポイントを管理し、必要なファイルシステムがマウ
ントされるまで N1 Grid Service Provisioning Systemコンポーネン
トリソースが起動されないようにします。

N1 Grid Service Provisioning Systemコンポーネントリソースは、
Master Server、Remote Agent、または Local Distributorのどれかで
す。

論理ホスト (必須) N1 Grid Service Provisioning Systemは一般的なデータサービスを
ベースとしているため、このコンポーネントはリソースグループの
論理ホストに暗黙に依存します。したがって、論理ホストは必要で
すが、明示的な依存は不要です。

注 – N1 Grid Service Provisioning Systemの詳細は、docs.sun.com Webページの製品マ
ニュアルを参照するか、製品に付属のマニュアルを参照してください。

構成ファイルと登録ファイル
Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemの各コンポーネントには構成
ファイルと登録ファイルがあり、それらのファイルはディレクトリ
/opt/SUNWscsps/component-dir/utilに配置されます (component-dirはディレクトリ
名 master、localdist、または remoteagent)。これらのファイルによって、Sun Cluster
に N1 Grid Service Provisioning Systemコンポーネントを登録できます。

これらのファイルでは、適切な依存性を指定します。
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例 1 Sun Clusterにおける N1 Grid Service Provisioning Systemマスターコンポーネント構
成ファイルと登録ファイル

# cd /opt/SUNWscsps/master
#
# ls -l util
total 6
-rwxr-xr-x 1 root other 730 Nov 26 10:49 db_prep_postgres
-rwxr-xr-x 1 root other 674 Nov 26 09:44 spsma_config
-rwxr-xr-x 1 root other 579 Nov 26 11:06 spsma_register
# more util/spsma_config
#
# Copyright 2003 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.
# Use is subject to license terms.
#
# This file will be sourced in by spsma_register and the parameters
# listed below will be used.
#
# These parameters can be customized in (key=value) form
#
# RS - name of the resource for the application
# RG - name of the resource group containing RS
# PORT - name of the port number
# LH - name of the LogicalHostname SC resource
# PFILE - name of the parameter file for additional variables
# HAS_RS - name of the HAStoragePlus SC resource
#

RS=
RG=
PORT=8080
LH=
PFILE=

HAS_RS=

spsma_registerスクリプトは、spsma_configスクリプトの変数を検証し、マス
ターサーバーのリソースを登録します。

マスターサーバーコンポーネントには、ほかに db_prep_postgresというスクリプトも
あります。このスクリプトは、監視のためにMaster Serverの PostgreSqlデータベー
スを用意するために使用されます。

例 2 Sun Clusterにおける N1 Grid Service Provisioning System Remote Agentコンポーネ
ント構成ファイルと登録ファイル

# cd /opt/SUNWscsps/remoteagent
#
# ls -l util
total 4
-rwxr-xr-x 1 root other 777 Dec 2 12:48 spsra_config
-rwxr-xr-x 1 root other 568 Jan 7 16:56 spsra_register
# more util/spsra_config
# Copyright 2003 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.
# Use is subject to license terms.
#
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例 2 Sun Clusterにおける N1 Grid Service Provisioning System Remote Agentコンポーネ
ント構成ファイルと登録ファイル (続き)

# This file will be sourced in by xxx_register and the parameters
# listed below will be used.
#
# These parameters can be customized in (key=value) form
#
# RS - name of the resource for the application
# RG - name of the resource group containing RS
# PORT - name of the Remote Agents port number
# LH - name of the LogicalHostname SC resource
# USER - name of the owner of the remote agent
# BASE - name of the directry where the N1 Service Provisioning Server
# is installed
# HAS_RS - name of the HAStoragePlus SC resource
#

RS=
RG=
PORT=22
LH=
USER=
BASE=

HAS_RS=

spsra_registerスクリプトは、spsra_configスクリプトの変数を検証し、リ
モートエージェントのリソースを登録します。

例 3 Sun Clusterにおける N1 Grid Service Provisioning System Local Distributorsコンポー
ネント構成ファイルと登録ファイル

# cd /opt/SUNWscsps/localdist
#
# ls -l util
total 4
-rwxr-xr-x 1 root other 757 Dec 3 17:45 spsld_config
-rwxr-xr-x 1 root other 609 Jan 7 16:56 spsld_register
# more util/spsld_config
#
# Copyright 2003 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.
# Use is subject to license terms.
#
# This file will be sourced in by spsld_register and the parameters
# listed below will be used.
#
# These parameters can be customized in (key=value) form
#
# RS - name of the resource for the application
# RG - name of the resource group containing RS
# PORT - name of the port number
# LH - name of the LogicalHostname SC resource
# USER - name of the owner of the local distributor
# BASE - name of the directry where the N1 Service Provisioning Server
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例 3 Sun Clusterにおける N1 Grid Service Provisioning System Local Distributorsコンポー
ネント構成ファイルと登録ファイル (続き)

# is installed
# HAS_RS - name of the HAStoragePlus SC resource
#

RS=
RG=
PORT=22
LH=
USER=
BASE=

HAS_RS=

spsld_registerスクリプトは、spsld_configスクリプトの変数を検証し、ロー
カルディストリビュータのリソースを登録します。

N1 Grid Service Provisioning Systemの
インストールと構成
この節では、N1 Grid Service Provisioning Systemコンポーネントのインストールと
構成の手順について説明します。コンポーネントは、Master Server、Remote Agent、
および Local Distributorです。

� N1 Grid Service Provisioning Systemコンポーネン
トのインストール

1. Sun Cluster内に N1 Grid Service Provisioning Systemを配備する方法を決定し
ます。

� N1 Grid Service Provisioning Systemのどのコンポーネントを使用するかを決
定します。

� どのユーザー名を使用して N1 Grid Service Provisioning Systemコンポーネン
トを実行するかを決定します。

� 配備する N1 Grid Service Provisioning Systemコンポーネントのバージョンと
インスタンスの数を決定します。

� 各 N1 Grid Service Provisioning Systemコンポーネントインスタンスで使用す
るクラスタファイルシステムを決定します。

手順
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2. N1 Grid Service Provisioning Systemのクラスタファイルシステムをマウントし
ます。

3. 必要に応じユーザーとグループを作成します。— root以外のユーザー権限を使用
して N1 Grid Service Provisioning Systemを実行する場合は、適切なユーザーと
グループを作成する必要があります。これらのタスクには、ノードごとに次のコマ
ンドを実行してください。

# groupadd —g 1000 sps

# useradd —u 1000 —g 1000 —d /global/sps —s /bin/ksh sps

次に、N1 Grid Service Provisioning Systemコンポーネントのためにリソースグ
ループと、適切な記憶装置リソースおよび論理ホストリソースを設定する必要があ
ります。コンポーネントは、Master Server、Remote Agent、または Local
Distributorのいずれかです。これらの手順は、N1 Grid Service Provisioning
Systemリソースの作業に進む前に行う必要があります。1つのノードでのみ、手
順 4から手順 9を行なってください。

4. SUNW.HAStoragePlusリソースタイプを登録します。

ここでは、N1 Grid Service Provisioning Systemコンポーネントのファイルシステ
ムがフェイルオーバーファイルシステムとしてマウントされていることを想定して
います。

# scrgadm -a -t SUNW.HAStoragePlus

5. フェイルオーバーリソースグループを作成します。

# scrgadm -a -g N1sps-component-resource-group

6. N1 Grid Service Provisioning Systemコンポーネント Disk Storageのリソースを
作成します。

# scrgadm -a -j N1sps-component-has-resource \
> -g N1sps-component-resource-group \
> -t SUNW.HAStoragePlus \

> -x FilesystemMountPoints=N1sps-component-instance-mount-points

7. N1 Grid Service Provisioning System Masterコンポーネント Logical Host名の
リソースを作成します。

# scrgadm -a -L -j N1sps-component-logical-hostname \
> -g N1sps-component-resource-group \

> -l N1sps-component-logical-hostname

8. N1 Grid Service Provisioning Systemディスク記憶装置と論理ホスト名のリソー
スが組み込まれたフェイルオーバーリソースグループを有効にします。

# scswitch -Z -g N1sps-component-resource-group

9. N1 Grid Service Provisioning Systemコンポーネントをインストールします— 1
つのノード上に該当する N1 Grid Service Provisioning Systemコンポーネントを
インストールします。インストール場所として、Sun Cluster内の共有ファイルシ
ステムを使用してください。
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共有ディスクに N1 Grid Service Provisioning Systemをインストールすることをお
勧めします。ソフトウェアをローカルファイルシステムにインストールした場合
と、クラスタファイルシステムにインストールした場合のメリットとデメリットに
ついては、『Sun Clusterデータサービスのインストールと構成』の「アプリケー
ションバイナリの格納先の決定」を参照してください。

注 – N1 Grid Service Provisioning Systemのインストール方法については、
http://docs.sun.comの N1 Grid Service Provisioning System製品マニュアルを参照
してください。N1 Grid Service Provisioning Systemの詳細については、
docs.sun.com Webページを参照してください。

N1 Grid Service Provisioning Systemの
インストールと構成の確認
この節では、N1 Grid Service Provisioning Systemのインストールと構成を確認する
上で必要な手順について説明します。

データサービスをまだインストールしていないため、この手順ではアプリケーション
の可用性が高いかどうかを確認することはできません。インストールした N1 Grid
Service Provisioning Systemアプリケーションに該当する手順を選択してください。

� N1 Grid Service Provisioning System Master
Serverのインストールと構成を確認する
この手順は、マスターサーバーのインストールを確認する場合に選択します。

1. N1 Grid Service Provisioning System Master Serverを起動します。

N1 Grid Service Provisioning System Master Serverのユーザー名 (以下の例では
sps)に切り替え、ソフトウェアが配置されているディレクトリに移動します。以下
の例では、ソフトウェアバージョンは 4.1です。

注 –起動コマンドと停止コマンドの出力メッセージは、バージョンによって大きく
異なります。

# su - sps
$ cd N1_Service_Provisioning_System_4.1
$cd server/bin
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$./cr_server start
*** Starting database

*** Starting cr_server

2. インストールをチェックします。

Webブラウザを起動し、http:// logical-hostname:portを指定してクラスタノードに接
続します。portには、マスターサーバーのインストール作業で設定したWeb管理
ポートを指定してください。デフォルトの N1 Grid Service Provisioning Systemロ
グインページを表示すると、すべてが正常に稼働していることがわかります。

3. N1 Grid Service Provisioning System Master Serverを停止します。

$ ./cr_server stop
*** Stopping cr_server
Waiting for CR to complete shutdown...
*** Stopping database
waiting for postmaster to shut down.......done

postmaster successfully shut down

� N1 Grid Service Provisioning System Remote
Agentのインストールと構成を確認する
この手順は、N1 Grid Service Provisioning System Remote Agentのインストールを確
認する場合に選択します。

1. N1 Grid Service Provisioning System Remote Agentを起動します。

N1 Grid Service Provisioning System Remote Agentのユーザー名 (以下の例では
sps)に切り替え、ソフトウェアが配置されているディレクトリに移動します。以下
の例では、ソフトウェアバージョンは 4.1です。

注 –起動コマンドと停止コマンドの出力メッセージは、バージョンによって大きく
異なります。

# su - sps
$ cd N1_Service_Provisioning_System
$cd agent/bin
$./cr_agent start

*** Starting cr_agent

2. インストールをチェックします。

次のコマンドを使用し、プロセステーブルをチェックします。

$ /usr/ucb/ps -auxww |grep java|grep agent >/dev/null;echo $?

0

応答が 0 の場合、すべて正常に稼働しています。|grep agent
>/dev/null;echo $? は省略できます。省略した場合は、プロセス文字列内

手順
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に「agent」が含まれる Javaプロセスを確認する必要があります。

3. N1 Grid Service Provisioning System Remote Agentを停止します。

$ ./cr_agent stop

*** Stopping cr_agent

� N1 Grid Service Provisioning System Local
Distributorのインストールと構成を確認する
この手順は、N1 Grid Service Provisioning System Local Distributorのインストール
を確認する場合に選択します。

1. N1 Grid Service Provisioning System Local Distributorを起動します。

N1 Grid Service Provisioning System Remote Agentのユーザー名 (以下の例では
sps)に切り替え、ソフトウェアが配置されているディレクトリに移動します。以下
の例では、ソフトウェアバージョンは 4.1です。

注 –起動コマンドと停止コマンドの出力メッセージは、バージョンによって大きく
異なります。

# su - sps
$ cd N1_Service_Provisioning_System
$cd ld/bin
$./cr_ld start

*** Starting cr_ld

2. インストールをチェックします。

次のコマンドを使用し、プロセステーブルをチェックします。

$ /usr/ucb/ps -auxww |grep java|grep ld>/dev/null;echo $?

0

応答が 0 の場合、すべて正常に稼働しています。|grep ld>/dev/null;echo
$?は省略できます。省略した場合は、プロセス文字列に「ld」が含まれる Javaプ
ロセスを確認する必要があります。

3. N1 Grid Service Provisioning System Local Distributorを停止します。

$ ./cr_ld stop

*** Stopping cr_ld

手順
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Sun Cluster HA for N1 Grid Service
Provisioning Systemパッケージのイン
ストール
Sun Clusterの初回のインストールで Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning
Systemパッケージをインストールしなかった場合は、ここで説明する作業を行なって
パッケージをインストールしてください。この手順は、Sun Cluster HA for N1
Service Provisioning Systemパッケージをインストールする各クラスタノード上で個
別に実行します。この手順を実行するには、Sun Cluster Agents CD-ROMが必要で
す。

複数のデータサービスを同時にインストールする場合は、『Sun Clusterソフトウェア
のインストール (Solaris OS版)』の「ソフトウェアのインストール」に記載されてい
る手順を実行してください。

次のインストールツールのどちらかを使用して、Sun Cluster HA for N1 Service
Provisioning Systemパッケージをインストールします。

� Web Startプログラム
� scinstallユーティリティー

注 – Web Startプログラムは、Sun Cluster 3.1 Data Services 10/03より前のリリースで
は利用できません。

Solaris 10を使用している場合は、これらのパッケージを大域ゾーンにだけインストー
ルしてください。パッケージをインストールしたあとで作成されたローカルゾーンに
それらのパッケージが転送されないようにするには、scinstallユーティリティー
を使用してパッケージをインストールしてください。Web Startプログラムは使用し
ないでください。

� Web Startプログラムを使用した Sun Cluster HA
for N1 Service Provisioning Systemパッケージの
インストール方法
Web Startプログラムは、コマンド行インタフェース (CLI)またはグラフィカルユー
ザーインタフェース (GUI)を使用して実行できます。CLIと GUIでの作業の内容と手
順はほとんど同じです。Web Startプログラムの詳細は、installer(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。

1. Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemパッケージをインストール
するクラスタノード上で、スーパーユーザーになります。
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2. (省略可能) GUIでWeb Startプログラムを実行する場合は、DISPLAY環境変数が
設定されていることを確認してください。

3. CD-ROMドライブに Sun Cluster Agents CD-ROMを挿入します。

ボリューム管理デーモン vold(1M)が実行されており、CD-ROMデバイスを管理
するように構成されている場合は、デーモンによって CD-ROMが自動的に
/cdrom/cdrom0ディレクトリにマウントされます。

4. CD-ROMの Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemコンポーネン
トディレクトリに移動します。

Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning SystemデータサービスのWeb Start
プログラムは、このディレクトリに入っています。

# cd /cdrom/cdrom0/components/SunCluster_HA_N1G_SPS_3.1

5. Web Startプログラムを起動します。

# ./installer

6. プロンプトが表示されたら、インストールの種類を選択します。

� Cロケールのみをインストールする場合は、Typicalを選択します。
� ほかのロケールをインストールする場合は、Customを選択します。

7. 表示される手順に従って、ノードに Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning
Systemパッケージをインストールします。

インストールが終了すると、Web Startプログラムのインストールサマリーが出力
されます。このサマリーを使用して、インストール時にWeb Startによって作成さ
れたログを確認できます。これらのログは、/var/sadm/install/logsディレ
クトリにあります。

8. Web Startプログラムを終了します。

9. Sun Cluster Agents CD-ROMを CD-ROMドライブから取り出します。

a. CD-ROMが使用されないように、CD-ROM上のディレクトリ以外に移動しま
す。

b. CD-ROMを取り出します。

# eject cdrom

� scinstallユーティリティーを使用して Sun
Cluster HA for N1 Service Provisioning System
パッケージをインストールする
この手順を実行するには、Sun Cluster Agents CD-ROMが必要です。この作業は、
Sun Clusterの初回のインストールでこのデータサービスをインストールしていないこ
とを前提としています。
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Sun Clusterの初回のインストールで Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning
Systemをインストールした場合は、27ページの「Sun Cluster HA for N1 Service
Provisioning Systemの登録と構成」に進んでください。

この作業は、Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemを実行できるすべて
のノードで行います。

1. Sun Cluster Agents CD-ROMを CD-ROMドライブに挿入します。

2. オプションを指定せずに scinstallユーティリティーを実行します。

scinstallユーティリティーにより、ほかの情報を入力するためのプロンプトが
表示されます。

3. メニューオプション「新しいデータサービスのサポートをこのクラスタノードに追
加」を選択します。

scinstallユーティリティーが対話型モードで起動します。

4. Sun Cluster Agents CD-ROMのパス名を指定します。

このユーティリティーには、この CDは “data services cd”と表示されます。

5. メニューオプション「q)完了」を選択します。

6. 「他のデータサービスも表示しますか ?」という質問に対して「yes」と入力しま
す

このユーティリティーには、この CDは “data services cd”と表示されます。

7. インストールするデータサービスを指定します。

選択したデータサービスが scinstallユーティリティーによって示され、この選
択内容の確認が求められます。

8. scinstallユーティリティーを終了します。

9. CD-ROMドライブから CDを取り出します。

N1 Grid Service Provisioning System
Master Serverのデータベースの準備
この節では、N1 Grid Service Provisioning System Master Serverのデータベースを準
備する方法について説明します。このデータベースは、ユーザー sc_testとテーブル
sc_testを含む必要があります。このユーザーとテーブルは、PostgreSqlデータベース
の監視に必要なものです。ユーザーとテーブルを作成するために、スクリプト
db_prep_postgresが用意されています。

手順
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� Master Serverのデータベースの用意

1. 21ページの「N1 Grid Service Provisioning System Master Serverのインストー
ルと構成を確認する」に説明されている方法で、N1 Grid Service Provisioning
System Master Serverを起動します。

2. Master Serverのユーザーの状態のまま、データベースを用意します。
このデータベースを用意するためには、N1 Grid Service Provisioning System
Master Serverのベースディレクトリが必要です。これは、server/binディレク
トリが入ったディレクトリです。このデータベースは、次のコマンドを使用して用
意してください。

$/opt/SUNWscsps/master/util/db_prep_postgres <Base Directory of the master Server>
CREATE USER
CREATE

ベースディレクトリは、たとえば
/global/sps/N1_Service_Provisioning_System_4.1のようになります。

3. 21ページの「N1 Grid Service Provisioning System Master Serverのインストー
ルと構成を確認する」に説明されている方法で、N1 Grid Service Provisioning
System Master Serverを停止します。

Sun Cluster HA for N1 Service
Provisioning Systemの登録と構成
この節では、Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning SystemのMaster Server、
Remote Agent、または Local Distributorを構成する上で必要な手順を示します。

� Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning
System Master Serverをフェイルオーバーデータ
サービスとして登録し、構成する
この手順を実行する前に、データサービスパッケージをインストールしておく必要が
あります。

Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemパッケージをインストールしてな
い場合は、24ページの「Sun Cluster HA for N1 Grid Service Provisioning System
パッケージのインストール」に移動してください。

1. N1 Grid Service Provisioning System Master Serverをホストするクラスタノード
の 1つで、スーパーユーザーになります。

手順

手順
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2. SUNW.gdsリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.gds

3. Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning System Master Serverが必要とする
パラメータファイルを用意します。

注意 –パラメータファイルは、N1 Grid Service Provisioning System Master Server
データサービスをホストできるすべてのノードで利用可能にする必要があります。
フェイルオーバー構成の場合は、共有記憶装置に保存します。さまざまなノード上
の N1 Grid Service Provisioning System Master Serverインスタンスごとにパラ
メータファイルが異なってはいけません。

# cd /opt/SUNWscsps/master/bin

# cp pfile desired place

pfileを格納する、共有記憶装置上の場所を選択します。ファイルコメントに
従って、パラメータファイル pfileを編集します。次に例を示します。

#!/usr/bin/ksh
#
# Copyright 2003 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.
# Use is subject to license terms.
#
# Set the N1 Grid Service Provisioning System Master Server
# specific environment variables which the start, stop and check fuctions will use
#
# User Centerrun User
# Basepath Absolute path to Centerrun Basedir directory
# Host Hostname to test Apache Tomcat
# Tport Port where the N1 Service Prosioning Systems Apache Tomcat instance
# is configured to listen
# TestCmd Apache Tomcat test command
# ReturnString Use one of the strings below faccording to your Sun One Provisoning
# Server Version.
# Version 4.1 = SSL|Service
# Startwait Sleeping $Startwait seconds after completion of the
# start command
User=
Basepath=
Host=
Tport=
TestCmd="
ReturnString=

Startwait=

次に、N1 Grid Service Provisioning System 4.1 Master Serverの場合の例を示しま
す。

User=sps
Basepath=/global/sps/N1_Service_Provisioning_System_4.1
Host=N1spsma-lh
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Tport=8080
TestCmd="get /index.jsp"
ReturnString="SSL|Service"

Startwait=20

この例は、N1 Grid Service Provisioning System 4.1 Master Serverからのもので
す。Apache Tomcatは、ポート 8080で待機するように構成されます。デフォルト
の起動ページには、文字列 Serviceまたは文字列 SSL (SSLポートで応答するよ
うに構成した場合)が入っています。

4. 必要な N1 Grid Service Provisioning System Master Serverインスタンスごと
に、登録スクリプトを構成します。

# cd /opt/SUNWscsps/master/util
# cp spsma_config desired place
# cp spsma_register desired place

ファイルコメントに従って、spsma_configファイルを編集します。次に例を示
します。

# These parameters can be customized in (key=value) form
#
# Copyright 2003 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.
# Use is subject to license terms.
#
# This file will be sourced in by spsma_register and the parameters
# listed below will be used.
#
# These parameters can be customized in (key=value) form
#
# RS - name of the resource for the application
# RG - name of the resource group containing RS
# PORT - name of the port number to satisfy GDS registration
# LH - name of the LogicalHostname SC resource
# PFILE - name of the parameter file for additional variables
# HAS_RS - name of the HAStoragePlus SC resource
#

RS=
RG=
PORT=
LH=
PFILE=

HAS_RS=

次に、Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning System Master Serverの場合の
例を示します。

RS=N1spsma-res
RG=N1spsma-rg
PORT=8080
LH=N1spsma-lh
PFILE=/global/mnt1/N1spsma-pfile

HAS_RS=N1spsma-hastplus-res

PORT変数は、汎用データサービスの要件を満たすために必要なものです。
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5. spsma_configを編集したあとで、このリソースを登録します。

# ./spsma_register
Registration of resource N1spsma-rs succeeded
Validate resource N1spsma-rs in resourcegroup spsma-rg
Validation of resource spsma-rs succeeded

&#

6. N1 Grid Service Provisioning System Master Serverの各リソースを有効にしま
す。

# scstat -g

# scswitch -e -j N1spsma-resource

7. (省略可能)必要な N1 Grid Service Provisioning System Master Serverインスタ
ンスごとに、手順 3から手順 6を繰り返します。

� Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning
System Remote Agentをフェイルオーバーデータ
サービスとして登録し、構成する
この手順を実行する前に、データサービスパッケージをインストールしておく必要が
あります。

Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemパッケージをインストールしてい
ない場合は、24ページの「Sun Cluster HA for N1 Grid Service Provisioning System
パッケージのインストール」に移動してください。

1. N1 Grid Service Provisioning System Remote Agentをホストするクラスタノー
ドの 1つで、スーパーユーザーになります。

2. SUNW.gdsリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.gds

3. 必要な N1 Grid Service Provisioning System Remote Agentインスタンスごと
に、登録スクリプトを構成します。

# cd /opt/SUNWscsps/remoteagent/util
# cp spsra_config desired place
# cp spsra_register desired place

ファイルコメントに従って、spsra_configファイルを編集します。次に例を示
します。

#
# Copyright 2003 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.
# Use is subject to license terms.
#

手順
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# This file will be sourced in by spsra_register and the parameters
# listed below will be used.
#
# These parameters can be customized in (key=value) form
#
# RS - name of the resource for the application
# RG - name of the resource group containing RS
# PORT - name of the port number to satisfy GDS registration
# LH - name of the LogicalHostname SC resource
# USER - name of the owner of the remote agent
# BASE - name of the direcotry where the N1 Service Provisioning Server
# is installed
# HAS_RS - name of the HAStoragePlus SC resource
#

RS=
RG=
PORT=
LH=
USER=
BASE=

HAS_RS=

次に、N1 Grid Service Provisioning System 4.1 Remote Agentの場合の例を示しま
す。

RS=N1spsra-res
RG=N1spsra-rg
PORT=22
LH=N1spsra-lh
USER=sps
BASE=/global/sps/N1_Service_Provisioning_System

HAS_RS=N1spsra-hastplus-res

PORT変数は、汎用データサービスの要件を満たすために必要なものです。

4. spsra_configを編集したあとで、このリソースを登録します。

# ./spsra_register
Registration of resource N1spsra-rs succeeded
Validate resource N1spsra-rs in resourcegroup N1spsra-rg

Validation of resource N1spsra-rs succeeded

5. N1 Grid Service Provisioning System Remote Agentの各リソースを有効にしま
す。

# scstat -g

# scswitch -e -j N1spsra-resource

6. (省略可能)必要な N1 Grid Service Provisioning System Remote Agentインスタ
ンスごとに、手順 3から手順 6を繰り返します。
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� Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning
System Local Distributorをフェイルオーバーデー
タサービスとして登録し、構成する
この手順を実行する前に、データサービスパッケージをインストールしておく必要が
あります。

Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemパッケージをインストールしてい
ない場合は、24ページの「Sun Cluster HA for N1 Grid Service Provisioning System
パッケージのインストール」に移動してください。

1. N1 Grid Service Provisioning System Local Distributorをホストするクラスタ
ノードの 1つで、スーパーユーザーになります。

2. SUNW.gdsリソースタイプを登録します。

# scrgadm -a -t SUNW.gds

3. 必要な N1 Grid Service Provisioning System Local Distributorインスタンスごと
に、登録スクリプトを構成します。

# cd /opt/SUNWscsps/localdist/util
# cp spsld_config desired place
# cp spsld_register desired place

ファイルコメントに従って、spsld_configファイルを編集します。次に例を示
します。

#
# Copyright 2003 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.
# Use is subject to license terms.
#
# This file will be sourced in by spsld_register and the parameters
# listed below will be used.
#
# These parameters can be customized in (key=value) form
#
# RS - name of the resource for the application
# RG - name of the resource group containing RS
# PORT - name of the port number to satisfy GDS registration
# LH - name of the LogicalHostname SC resource
# USER - name of the owner of the local distributor
# BASE - name of the directory where the N1 Service Provisioning Server
# is installed
# HAS_RS - name of the HAStoragePlus SC resource
#

RS=
RG=
PORT=22
LH=
USER=

手順
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BASE=

HAS_RS=

次に、N1 Grid Service Provisioning System 4.1 Local Distributorの場合の例を示
します。

RS=N1spsld-res
RG=N1spsld-rg
PORT=22
LH=N1spsld-lh
USER=sps
BASE=/global/sps/N1_Service_Provisioning_System_4.1

HAS_RS=N1spsld-hastplus-res

PORT変数は、汎用データサービスの要件を満たすために必要なものです。

4. spsld_configを編集したあとで、このリソースを登録します。

# ./spsld_register
Registration of resource N1spsld-rs succeeded
Validate resource N1spsld-rs in resourcegroup N1spsld-rg

Validation of resource N1spsld-rs succeeded

5. N1 Grid Service Provisioning System Local Distributorの各リソースを有効にし
ます。

# scstat -g

# scswitch -e -j N1spsra-resource

6. (省略可能)必要な N1 Grid Service Provisioning System Local Distributorインス
タンスごとに、手順 3から手順 5を繰り返します。

Sun Cluster HA for N1 Service
Provisioning Systemと構成の確認
ここでは、データサービスが正しくインストールされ構成されているかどうかを確認
する手順について説明します。

� Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning
Systemのインストールと構成を確認する

1. N1 Grid Service Provisioning Systemコンポーネントをホストするクラスタノー
ドの 1つで、スーパーユーザーになります。コンポーネントは、Master Server、
Remote Agent、または Local Distributorです。

手順

Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemのインストールと構成 33



2. コマンド scstatを使用し、N1 Grid Service Provisioning Systemリソースがす
べてオンライン状態であることを確認します。

# scstat -g

オンライン状態でない N1 Grid Service Provisioning Systemリソースで、次のよう
に scswitchコマンドを実行します。

# scswitch -e -j N1sps-resource

3. 次のように scswitchコマンドを実行し、N1 Grid Service Provisioning System
リソースグループをほかのクラスタノード (node2など)に切り替えます。

# scswitch -z -g N1sps-resource-group -h node2

Sun Cluster HA for N1 Service
Provisioning System Master Serverパラ
メータファイルの概要
この節の情報は、Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning System Master Server
パラメータファイルの内容を理解するために利用してください。この節では、Sun
Cluster HA for N1 Service Provisioning System Master Serverパラメータファイルの
構造と内容について紹介するとともに、このファイルの変数を選択する方法について
説明します。

Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning
System Master Serverのパラメータファイルの構
造
Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning System Master Serverは、起動コマン
ド、停止コマンド、および検証コマンドにパラメータを渡すパラメータファイルを使
用します。このパラメータファイルは、いくつかの変数を設定する有効な Korn
シェルスクリプトにする必要があります。このファイルの構造を、表 4に示します。
パラメータファイルの例は、27ページの「Sun Cluster HA for N1 Service
Provisioning Systemの登録と構成」を参照してください。
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表 4 Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning System Master Serverのパラメータファイ
ルの構造

変数 意味

User N1 Grid Service Provisioning System Master Serverインスタ
ンスの所有者

Basepath Basepathは、N1 Grid Service Provisioning
System/server/binディレクトリが存在するディレクトリの
絶対パス名です。これは、インストール時に指定したディレ
クトリです。

Host Host変数は、N1 Grid Service Provisioning System Master
ServerのApache Tomcatコンポーネントの機能性をテスト
するホストです。このテストは、Host:Tportに対する接続を
介して行われます。

Tport N1 Grid Service Provisioning SystemのApache Tomcatコン
ポーネントのサービス対象であるポート。このポートは、N1
Grid Service Provisioning System Master ServerのApache
Tomcatサーバープロセスの機能性をテストする目的で、ホ
ストとともに使用されます。

TestCmd この変数は、妥当性検査を行うために N1 Grid Service
Provisioning SystemのApache Tomcatサーバープロセスに
渡されるコマンドを示します。

ReturnString この変数は、TestCmdに対する応答内に存在する必要がある
文字列を示します。「Connection refused」は、N1 Grid
Service Provisioning SystemのApache Tomcatサーバープロ
セスが稼動していない場合に応答内で使用される文字列なの
で、指定できません。

Startwait この変数は、N1 Grid Service Provisioning System Master
Serverの起動コマンドが完了したあと待機する時間を秒数で
指定するために使用します。これは、N1 Grid Service
Provisioning System Master ServerのApache Tomcatサー
バープロセスが完全な稼働状態になるまで続きます。実際の
秒数は、ハードウェアの速度と負荷によって異なります。通
常は、60秒を指定することをお勧めします。

表 4内のパラメータは、任意の時点で変更できます。変更がどの時点で有効になるか
が異なるだけです。

Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemパラメータファイルの次のパラ
メータは、Master Serverの起動と停止に使用します。これらのパラメータに対する変
更は、N1 Grid Service Provisioning System Master Serverリソースの再起動または無
効にして有効にする操作によって適用されます。

� User
� Basepath
� Startwait
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Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning System Master Serverパラメータファイ
ルの次のパラメータは、障害モニターで使用されます。これらのパラメータに対する
変更は、Thorough_probe_intervalごとに適用されます。

� Host
� Tport
� TestCmd
� ReturnString

TestCmd変数と ReturnString変数の選択方法
テストコマンド TestCmdを使用して問い合わせるページには、ReturnStringが存在し
なければなりません。

� アプリケーションの起動ページを使用し、TestCmd を get /index.jsp に設定
します。さらに、ReturnStringを起動ページに含まれる文字列に設定します。
この方法により、N1 Grid Service Provisioning System Master ServerのApache
Tomcatプロセスが稼働していることが確認されます。

� N1 Grid Service Provisioning System Master Serverが、管理ポートで SSLに構成
されている場合。httpポートでの要求は、文字列 SSLを含むページだけです。こ
の場合、ReturnStringを SSLに、TestCmdを get /index.jspに構成してくだ
さい。

� 構成に変更が出る可能性がある場合は、テストコマンドを get /index.jsp、
RetunStringを SSL|Serviceに構成してください。起動ページに SSLまたは Service
が含まれる場合、この表現は trueとなります。

� 上記のどの方法も適切でない場合は、get /a-page-which-does-not-exists
を TestCmdに設定します。この場合は、Error Pageに含まれる文字列を
ReturnStringに設定します。N1 Grid Service Provisioning System Master
ServerのApache Tomcatプロセスは存在しないページを配信しなければならない
ことを記録するため、この方法はこのプロセスが稼動しているかを監視するのに使
用できます。

ブラウザで「ホスト名:ポート番号」を指定して接続し、異なるページを指定すること
によって、これらを評価できます。

Sun Cluster HA for N1 Service
Provisioning Systemの障害モニターの
概要
ここでは、Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning System障害モニターの検証ア
ルゴリズムと機能について説明するとともに、検証エラーに関連する状況、メッセー
ジ、回復アクションを示します。
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障害モニターの概念については、『Sun Cluster 3.1の概念』を参照してください。

リソースプロパティー
Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning System障害モニターは、リソースタイプ
SUNW.gdsと同じリソースプロパティーを使用します。使用するリソースプロパ
ティーの全リストについては、SUNW.gds(5) のマニュアルページを参照してくださ
い。

N1 Grid Service Provisioning System Master
Serverの検証アルゴリズムと機能性
Master Serverの検証は 2つの部分から成ります。その 1つはApache Tomcatの検証
で、もう 1つはデータベースの検証です。

次に、N1 Grid Service Provisioning System Master Serverの妥当性を監視する手順を
示します。

1. Thorough_probe_intervalの間、休止します。

2. Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning System Master Serverパラメータ
ファイルで構成されている Hostを pingします。

3. Hostと Portを介してApache Tomcatに接続します。接続が正常に行われると、
TestCmdが送信され、ReturnStringが戻るかテストが行われます。接続が失敗する
と、5秒後に再スケジュールされます。再び失敗すると、検証プログラムによって
Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemが再起動します。

注意 –「 Connection refused」は接続が不可能な場合に返される文字列であるた
め、ReturnStringにこの文字列を指定することはできません。

4. Apache Tomcatが稼働している場合、検証プログラムはデータベーステーブル
sc_testの操作を行います。データベースへの接続またはテーブルの操作が失敗に
終わる場合、N1 Grid Service Provisioning System Master Serverが再起動されま
す。

5. Apache Tomcatプロセスとすべてのデータベースプロセスが停止した場合には、
pmfによって検証プログラムが遮断され、N1 Grid Service Provisioning System
Master Serverがただちに再起動されます。

6. N1 Grid Service Provisioning System Master Serverが繰り返し再起動され、最終
的に Retry_intervalの Retry_countがゼロになると、別のノードでそのリ
ソースグループのフェイルオーバーが開始されます。これは、リソースプロパ
ティー Failover_enabledに TRUEが設定されいている場合の動作です。

Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemのインストールと構成 37



N1 Grid Service Provisioning System Remote
Agentの検証アルゴリズムと機能性
Remote Agentの検証は pmfによってのみ行われます。

N1 Grid Service Provisioning System Remote Agentの監視は次の手順で行われます。

1. Remote Agentのプロセスが停止した場合、pmfは N1 Grid Service Provisioning
System Remote Agentをただちに再起動します。

2. N1 Grid Service Provisioning System Remote Agentが繰り返し再起動され、最終
的に Retry_intervalの Retry_countがゼロになると、別のノードでそのリ
ソースグループのフェイルオーバーが開始されます。これは、リソースプロパ
ティー Failover_enabledに TRUEが設定されいている場合の動作です。

N1 Grid Service Provisioning System Local
Distributorの検証アルゴリズムと機能性
Local Distributorの検証は pmfによってのみ行われます。

N1 Grid Service Provisioning System Local Distributorの監視は次の手順で行われま
す。

1. Local Distributorのプロセスが停止した場合、pmfは N1 Grid Service
Provisioning System Local Distributorをただちに再起動します。

2. N1 Grid Service Provisioning System Local Distributorが繰り返し再起動され、最
終的に Retry_intervalの Retry_countがゼロになると、別のノードでその
リソースグループのフェイルオーバーが開始されます。これは、リソースプロパ
ティー Failover_enabledに TRUEが設定されいている場合の動作です。

Sun Cluster HA for N1 Service
Provisioning Systemをデバッグする
Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemは、複数の N1 Grid Service
Provisioning Systemインスタンスによって使用できます。デバッグは、すべての N1
Grid Service Provisioning Systemインスタンスに対して有効にすることも、特定の
N1 Grid Service Provisioning Systemインスタンスに対して有効にすることもできま
す。これは、コンポーネント (Master Server、Remote Agent、または Local
Distributor)ごとに単体で実行する必要があります。
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Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemコンポーネントの DEBUGファイ
ルは、/opt/SUNWscsps/component-dir/etcの下に置かれています。これらのコン
ポーネントのディレクトリは、Master Serverは master、Remote Agentは
remoteagent、Local Distributorは localdistです。

このファイルを使用することで、N1 Grid Service Provisioning Systemコンポーネン
トのすべてのインスタンスに対してデバッグを有効にすることも、あるいは Sun
Cluster内の特定のノード上に存在する N1 Grid Service Provisioning Systemコンポー
ネントの特定のインスタンスに対してデバッグを有効にすることもできます。Sun
Cluster全体にわたって、Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning Systemのデ
バッグを有効にしなければならない場合は、Sun Cluster内のすべてのノードでこの手
順を繰り返す必要があります。

� Sun Cluster HA for N1 Service Provisioning
Systemコンポーネントのデバッグを有効にする
次の手順を、Sun Clusterの各ノード上の、デバッグ出力が必要な Sun Cluster HA for
N1 Service Provisioning Systemコンポーネントに対して行います。

1. /etc/syslog.confを編集し、daemon.noticeを daemon.debugに変更しま
す。

# grep daemon /etc/syslog.conf
*.err;kern.debug;daemon.notice;mail.crit /var/adm/messages
*.alert;kern.err;daemon.err operator

#

daemon.noticeを daemon.debugに変更し、syslogdを再起動します。次に示
す grep daemon /etc/syslog.conf コマンドの出力例では、daemon.debug
が設定されています。

# grep daemon /etc/syslog.conf
*.err;kern.debug;daemon.debug;mail.crit /var/adm/messages
*.alert;kern.err;daemon.err operator
#

# pkill -1 syslogd

2. /opt/SUNWscsps/component-dir/etc/config を編集し、DEBUG= を
DEBUG=ALLまたは DEBUG=resourceに変更します。

# cat /opt/SUNWscsps/component-dir/etc/config
#
# Copyright 2003 Sun Microsystems, Inc. All rights reserved.
# Use is subject to license terms.
#
# Usage:
# DEBUG=<RESOURCE_NAME> or ALL
#
DEBUG=ALL

#

手順
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component-dirには、Master Serverの場合は master、Remote Agentの場合は
remoteagent、Local Distributorの場合は localdistを指定します。

注 –デバッグを無効にするには、これらの手順を逆にします。
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